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デジタルトランスフォーメーションに関する研究の看護領
域における特徴：過去 5年間の国内文献における看護DX

研究の焦点領域と特徴の探索的分析

辻　麻由美 1），松浦　純平 1），山﨑　陸世 2），明神　一浩 3），菊地　淳 4），
茅野　友宣 5），多田　めぐみ 1）

1）周南公立大学人間健康科学部看護学科

2）宝塚医療大学和歌山保健医療学部看護学科

3）新潟薬科大学看護学部看護学科（現所属：千葉科学大学看護学部看護学科）

4）日本保健医療大学保健医療学部看護学科

5）鳥取看護大学看護学部看護学科

要旨
目的：高齢化社会における医療提供の質と効率性を向上させるため，医療分野
におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）は急速に進展している。
本研究の目的は，COVID‒19 の流行を契機に進展した国内の看護DX研究の焦
点領域と特徴を探索的に明らかにすることである。
方法：医中誌WebおよびCiNii から過去 5年間に発表された「看護」と「DX」
を検索語とする国内文献を抽出し，重複を除いた 23件の抄録を分析対象とし
た。テキストマイニングソフトKH Coder 3 を用いて共起ネットワーク分析を
行った。語間の共起関係は Jaccard 係数 0.50 以上を基準として抽出し，語の
共起構造に基づき研究動向を探索的に分析した。
結果：総抽出語数 4977 語，異なり語数 1109 語であった。共起ネットワーク
分析により，「教育DX」と「臨床DX」の二極的構造が確認された。教育DX
では「VR」「教材」「体験」「演習」などが強く共起し，デジタル教材を活用し
た教育的取り組みが中心であった。臨床DXでは「看護」「医療」「DX」「活用」
や「連携」「効率」「標準」「地域」などが共起し，記録・情報基盤の整備と多
職種・地域連携を志向する内容が中心であった。
結論：看護領域のDX研究は教育DXと臨床DXの二極で進展していた。一方
で両領域を横断する評価・アウトカム関連語は限定的であり，今後は教育と臨
床を架橋する評価指標と成果検証の体系化が求められる。

キーワード：デジタルトランスフォーメーション，教育DX，臨床DX，テキ
ストマイニング
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序論
　日本は，少子高齢化・人口減少社会にお
いて，より質の高い医療やケアを効率的に
提供する体制の構築の中で，医

療DX（Digital Transformation）が推進
されている（厚生労働省，2024）。医療DX
とは，保健・医療・介護の各段階（疾病の
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発症予防，受診，診察・治療・薬剤処方，
診断書等の作成，診療報酬の請求，医療介
護の連携によるケア，地域医療連携，研究
開発など）において発生する情報やデータ
を，全体最適された基盤（クラウドなど）
を通して，保健・医療や介護関係者の業務
やシステム，データ保存の外部化・共通化
・標準化を図り，国民自身の予防を促進し，
より良質な医療やケアを受けられるように，
社会や生活の形を変えることである（厚生
労働省，2022）。サービスの効率化や質の
向上により，①国民の更なる健康増進，
②切れ目なくより質の高い医療等の効率的
な提供，③医療機関等の業務効率化，④シ
ステム人材等の有効活用，⑤医療情報の二
次利用の環境整備といった 5点の実現をわ
が国では目指している（厚生労働省，
2025）。
　国際的には，世界保健機関（WHO）が
「Global strategy on digital health 2020–
2025」を採択し，各国が財政・組織・人
材・技術を統合したデジタルヘルス戦略を
整備することを求めている（WHO，
2021）。この戦略は，従来の電子カルテや
情報通信技術（Information and 
Communication Technology：ICT）を基
盤とする医療情報化を発展させ，さらにビ
ッグデータ解析や人工知能（Artificial 
Intelligence：AI）などの先端技術を含む
広義のデジタルヘルスを掲げてデジタルヘ
ルスデータを安全に活用できる仕組みを国
レベルで整備し，国際的な相互運用性と協
調を進めることを主要な柱としている
（WHO，2021）。また，COVID‒19 の流行
を契機に，OECD加盟国の中にはオンラ
イン診療の利用が拡大し，2021 年に
は一人当たり遠隔受診回数や総受診に占め
る割合がパンデミック前の水準を上回った
ことが報告されている（OECD，2023）。
これらの動向は，デジタル技術が平時・有
事を問わず医療アクセス維持とシステムの
レジリエンス強化に寄与し得ることを示し
ている。
　看護領域においても，医療DXの推進は
喫緊の課題である。42病院 44病棟が対象
となった調査では，ICT の導入・活用にお

いて，電子カルテ（100％），オーダリン
グシステム（86.4 ％），クリニカルパスシ
ステム（79.5 ％），患者見守り支援システ
ム（75.0 ％）といった業務効率化の取組
みが報告されている（坂本，2025）。近年
では，AI を用いた転倒リスク予測モデル
の応用が進んでおり，加速度計データや歩
行変動性などを使って，機械学習／深層学
習により転倒発生の可能性を予測する研究
が報告されている（González‒Castro A. et 
al.，2024）。また，ウェアラブルセンサー
を用いたモニタリング技術も進化しており，
インソールベースのセンサーシステムを用
いた転倒リスク評価と転倒検知の研究や
（Subramaniam S. et al.，2022），リアル
タイムに歩行・傾斜・加速度値を取得して
転倒リスクを評価する研究が増えている
（Chen M. et al.，2022）。さらに，教育領
域においてもDXの導入が進んでいる。看
護学生に対するVR（Virtual Reality：仮
想現実）認知症体験および高齢者疑似体験
を組み込んだ授業設計の有効性の報告（三
好，2024）や，成人期のクリティカル実
習でVRを用いた臨床判断力の育成（織田
ら，2022），オンライン講義・学習管理シ
ステム（Learning Management System：
LMS）による学習支援の高度化が報告され
ている（水戸，2023）。これらの教育DX
は，学習者の体験的理解や臨床移行能力を
促進し，安全で質の高いケアの提供につな
がる可能性が示唆されている。しかし，こ
うした取り組みは主に教育現場や個別機関
で実施されており，看護実践・教育・マネ
ジメントを横断して体系的に整理された研
究は依然として少ない。
　看護DXは，看護実践・教育・マネジメ
ントなど複数の領域にまたがる包括的概念
であり，デジタル技術の活用によって看護
の質と効率を向上させる一連の変革プロセ
スとして理解できる。しかし，その具体的
内容や重点は領域によって大きく異なり，
文献によって強調される側面も多様である。
したがって，看護DXをどのような下位領
域から構成される概念として捉えるべきか
については，体系的な整理が未だ十分にな
されていない。現状では「看護DX」とい
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う概念が一貫して定義されておらず，教育
・実践・管理の各文脈で異なる焦点や目的
をもって用いられている。そのため，既存
研究の傾向と焦点領域を俯瞰し，DXが看
護においてどのように位置づけられ，展開
されているかを明らかにすることが求めら
れる。本研究はその基盤として，過去 5年
間の国内文献を対象にテキストマイニング

による探索的レビューを行い，COVID‒19
の流行を契機に進展した看護DX研究の特
徴を明らかにすることを目的とする。

方法
1．分析対象
　本研究の分析対象は，文献検索で抽出さ
れた国内看護領域におけるDX関連文献 23
件の抄録とした。
2．文献検索と選定　
　文献検索のデータベースには，医中
誌Web，CiNii を使用した。医中誌Web
は，国内発行の医学・歯学・薬学・看護学
及び関連分野の文献情報が収録されており，
1600 万件を越える情報を検索することが
できる。CiNii は，1億 8千万件を超える
日本の学術情報の中から研究成果や論文情
報のみならず，図書，研究データ，それら
の成果を生み出した研究者，そして研究プ
ロジェクトの情報などを統合的に検索する
ことができる。
　検索式は，医中誌Web「デジタルトラ
ンスフォーメーション/AL and（看護/TH 
or 看護/AL），最新 5年分」，CiNii「デジ
タルトランスフォーメーション and 看
護 and 論文」（2025 年 3月 13日時点)と
した。66件（医中誌Web44 件，CiNii22
件）がヒットし，タイトルと抄録の重複を
確認し，23件（表 1）が該当した。また，
本研究で使用する検索キーワードはデジタ
ルトランスフォーメーション（DX）とし
た。DXという概念は，医療・看護領域に
おいてAI，VR，複合現実（Mixed 
Reality：MR），拡張現実技術の総称
（Extended Reality：XR），ICT，モノのイ
ンターネット（Internet of Things：IoT）
など多岐にわたるため，技術単位での断片
的な分析ではなく，看護領域におけるDX
の特徴を把握することを優先した。
　対象とする文献の選定基準は，原著論文，
総説，報告，解説等の看護領域で実施され
た研究，または看護に関連する内容を含む
文献とした（図 1）。本研究では，「看
護DX」という語がどのように多様な文脈
で使用されているのかを探索するため論文
タイプを限定しないこととし，抄録本文が
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掲載されたものすべてを対象とした。抄録
が掲載されていない文献や看護領域と直接
の関連を有しない文献は除外された。
3．分析方法
　テキストマイニングソフトKH Coder 
3 を用いた。テキストマイニングは，コン
ピューターによってデータの中から自動的
に言葉を取り出し，さまざまな統計手法を
用いた探索的な統計分析を行う。それによ
ってパターンやルール，ひいては知識の発
見を目指す（樋口，2020）手法である。
本研究の日本語テキストの形態素解析には，
KH Coder3 の標準設定に基づきMeCab
を使用した。MeCab の実行ファイル
（mecab.exe）および付随辞書はKH 
Coder3 に同梱されているものを用い，辞
書の文字コードはUTF‒8 とした。また，
解析精度を確保するため，品詞情報
はMeCab による自動解析結果を採用し，
名詞・サ変名詞・動詞・形容詞・副詞・固
有名詞（人名・地名・組織名）など，主要
な語類を抽出対象に含めた。また，「DX」
「デジタルトランスフォーメーション」「デ
ジタル変革」などの関連語については，概
念の使用状況を探索的に把握する目的から，
類義語の統合処理は行わず，原文の語形の
まま抽出語として扱った。また，「する」「あ
る」など極めて高頻度で意味解釈上の寄与
が小さい一般語や，分析に影響を与えない
数字については，KH Coder3 の標準設定
に従いストップワードとして除外した。
　本研究では，語彙統計として総抽出語数
・異なり語数・使用語数を確認した。総抽

出語数とは分析対象ファイルに含まれてい
るすべての語の延べ数であり，異なり語数
とは何種類の語が含まれているかを示す数
である。また，使用語数には助詞や助動詞
のように，どのような文章の中にでもあら
われる一般的な語をKH coder3 が認識し
て除外し，語の延べ数や種類数をカウント
した語数が示される（樋口，2015）。最初
に，文書の単純集計を確認し，出現回数の
多い語を抽出語リストで確認した。次に，
共起ネットワーク図を作成し，共起関係を
確認した。
　共起ネットワーク図は，出現パターンの
似通った語，すなわち共起の程度が強い語
を線で結んだ図である（樋口，2020）。共
起ネットワークの作成にあたり，語と語の
共起強度を示す指標である Jaccard 係数の
閾値を中間値 0.50 に設定した。Jaccard
係数は共起分析において一般的に使用され
る指標であり，KH Coder3 の標準設定
値 0.20 よりも高い設定とすることで，弱
い共起関係を除外し，より強固で意味的関
連性の高い語同士の構造で抽出できるによ
うに設定し，ノイズ低減と解釈可能性の確
保を目指した。
　共起ネットワークによって可視化された
語群の命名では，KH Coder3 の自動クラ
スター分類結果を補助的指標として用いた。
自動抽出されたクラスター間の語群の意味
的まとまりと共起パターンの類似性を検討
し，複数のクラスターを統合的に解釈して
主要クラスターを導出した。
4．倫理的配慮　
　公開抄録の二次分析であり個人情報は含
まれない。著作権・剽窃等に留意し原出典
を尊重した。

結果
1．日本における看護文献のテキストマイ
ニング集計結果　
　国内看護文献 23件の抄録をテキストマ
イニングした結果，総抽出語数（使用語数）
4977（2346）語，異なり語数（使用語数）
1109（860）語であった。出現回数の多
い語（表 2）の上位 10位には，看護（60
語），医療（45語），DX（25語），VR（23

図 1　論文タイプ別のカテゴリ分類と件数
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語），技術（23語），教育（22語），患者
（20語），活用（17語），監査（17語），
記録（16語）があり，看護領域における
デジタル技術の導入と教育実践の両面が強
調されていた。
2．日本における看護文献の特徴　
　図 2に示す共起ネットワーク図では，語
間の関係を Jaccard 係数 0.50 以上で抽出
し，抽出語を共起構造に基づき分類した。
KH Coder3 により抽出語が 11の自動ク
ラスターに分類されたが，これらのうちク
ラスター 02・03・05・11は教育文脈に
関連する語（VR・教材・体験・演習など）
が出現し，一方，クラスター 01・04・06・
07・08・09・10・11は臨床文脈に関連
する語（看護・DX・医療・活用など）が
まとまって出現した。そのため，本研究で
はこれら複数の自動クラスターの語群の意
味合いを統合的に解釈し，「教育DX」と「臨
床DX」の 2つの主要なクラスターとして
命名し，それぞれに特徴的な語群を整理し

た。
1）教育DX（図 2のクラスター番号 02・
03・05・11，表 1の文献番号 5・6・7・
12・14・15・16・17・18）
教育DXクラスターでは，VRを中心に「教
材（Jaccard=.75）」「体験（Jaccard=.60）」
「演習（Jaccard=.60）」で，技術を中心に
「ツール（Jaccard=.60）」「効果
（Jaccard=.50）」「臨床（Jaccard=.50）」「開
発（Jaccard=.50）」で共起関係がみられ，
看護教育におけるデジタル教材の導入・効
果検証に関する研究が多いことが明らかと
なった。
2）臨床DX（図 2のクラスター番号 01・
04・06・07・08・09・10，表 1の文献
番号 1・2・3・4・8・9・10・11・13・
19・20・21・22）
臨床DXクラスターでは，看護を中心に
「DX（Jaccard=.61）」「医療（Jaccard=.
60）」「活用（Jaccard=.53）」で，記録を
中心に「電子（Jaccard=.50）」「背景
（Jaccard=.50）」「紹介（Jaccard=.50）」
で，連携を中心に「今後（Jaccard=.62）」
「医師（Jaccard=.57）」「地域（Jaccard=.
57）」「効率（Jaccard=.50）」「標準
（Jaccard=.50）」「至る（Jaccard=.50）」
で共起関係がみられ，電子カルテや情報共
有システムの運用改善，業務効率化などに
関する研究が多いことが明らかとなった。

考察
1．日本における看護研究のDXの特徴
　本研究では，看護領域におけるデジタル
トランスフォーメーション（Digital 
Transformation：DX）に関する国内文献
の抄録を対象にテキストマイニングを行い，
共起ネットワーク分析を用いて研究動向を
可視化した。その結果，DXに関する看護
研究は「教育DX」と「臨床DX」の 2つ
の大きな領域に分かれ，それぞれ異なる特
徴を有していた。
　教育DXでは，「VR」「教材」「体験」「演
習」や「技術」「ツール」「効果」「臨床」
などの共起関係から，VRやデジタル教材
を活用した教育的取り組みが中心であった。
本研究の分析対象文献である戸谷ら

図２　看護領域におけるDX関連文献の共起ネット
ワーク図（Jaccard 係数≧0.50）
注 1．語の出現数に応じて円のサイズも大きくなる。
注 2．語の色はKH Coder3 による自動クラスター分類を示す。
教育DXに関連する語群 02・03・05・11，
臨床DXに関連する語群 01・04・06・07・08・09・10
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（2024）は，看護学生のVRに対するレデ
ィネスを調査し，学生の約 3割が事前にVR
体験を有していた一方で，「目が回る」な
どの身体的不調を訴える学生が存在するこ
とを報告している（文献 5）。また，合田
ら（2023）は，学習者の手の動作をVR
空間内に再現するハンドトラッキング技術
を用いて，小児の経口与薬手技を疑似体験
できる実写版VR教材を開発している（文
献 17）。さらに，北澤ら（2024）は移乗
介助をデジタルデバイスで計測しデブリー
フィングに活用する試み（文献 6）を，分
析対象外ではあるが仲上ら（2023）はエ
コーを用いたフィジカルアセスメント教育
への技術応用を報告しており，デジタル技
術を教育介入として扱う枠組みが形成され
つつあることがうかがえる。デジタル教材
は開発段階にあり，その有効性や教育効果
が今後検証対象となる。その他にも分析対
象外ではあるが，下河原ら（2023）は VR
認知症体験プログラムを看護学生に提供し，
認知症の人への理解の変化を検討しており，
江藤ら（2023）は VR手術トレーニング
システムの開発と若手看護師教育への有用
性を報告している。また，VRを活用した
看護教育は従来の対面実習による学習法と
同程度の学習効果が得られること（棚橋ら，
2024），ユマニチュードの学習にARを活
用して技能習得のリアリティを高める研究
（伊東ら，2023）もみられる。現地でしか
体験できない学習効果の期待があることは
否めない。しかし，これらの学習は，学生
の臨床判断力・状況把握力・身体性を伴う
感覚的理解を高めることができ，反復練習
が可能である点は，従来型教育では得にく
い学習機会を提供する。これは安全性を確
保しつつ反復的な体験学習を可能とする点
で，臨地実習前の準備性を整える上で有効
な看護教育DXであるといえる。また，
LMSの導入により，学習履歴を可視化し，
学習者自身の理解を深化させる取り組みも
進んでいる（徳永ら，2023）。こうした流
れは，本研究で教育DXクラスターにVR
関連語が高頻度で出現した背景を裏づける
ものである。本研究における教育DXクラ
スターではVRに関連する語が特に高頻度

で出現したが，この語彙構造は必ずしも国
内看護教育DX全体の代表像を示すもので
はない可能性がある。まず，本研究の分析
対象文献にはVRを用いた教材開発や授業
実践に関する報告が複数含まれており，そ
の構成比が教育DXクラスターに反映され
た可能性がある。次に，近年の看護教育に
おいては，COVID‒19 流行時期の臨地実習
制限や学習保障の観点からVR/AR技術が
急速に導入されてきた背景があり，その社
会的・技術的潮流が国内文献のテーマ選択
を方向づけていることが考えられる。他方，
LMSやオンライン授業支援ツールといっ
た ICT 活用に関する研究は現場レベルで
は広く進展しているものの，「DX」という
語を明示的に用いて報告されていない場合
が多く，本研究の検索式では十分に抽出さ
れなかった可能性がある。したがって，教
育DXの語彙構造がVRに偏っていたとい
う本研究の結果は，教育現場の実態の一側
面を捉えたものではあるが，国内看護DX
研究全体の動向を過度に一般化することは
避ける必要がある。
　本研究で「効果」「臨床」「ツール」「開
発」などの語が技術と共起したことは，看
護教育において学習成果を検証すべき「教
育介入」として位置づけられつつあること
を示している。前段落で示した戸谷ら
（2024），合田ら（2023），北澤ら（2024）
のような研究（文献 5・6・17）では，VR
教材やセンサー機器，360度映像教材等を
用いた演習を導入し，使用前後の理解度や
技能，体調変化を指標として効果を評価し
ている。デジタル教材が教育研究の対象と
して位置づけられるようになるためには，
教材の設計・運用・評価に関する専門的な
リテラシーが教育者側にも求められる。具
体的には，①どのようなアウトカム指標で
学習効果を測定するかという評価デザイン
の理解，②学習ログや動作データなどデジ
タル情報を扱う際のデータマネジメントと
プライバシー保護，③VR等の機材使用時
の身体的影響や安全性への配慮，④デジタ
ル機器導入に伴う倫理的判断といった要素
が含まれる。これらは，単に機器を操作す
る技能にとどまらず，デジタル教材を教育
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介入として位置づけ，エビデンスに基づき
改善していくための「教育者のDXリテラ
シー」の中核を構成するものであり，今後
の教育DX推進において整備すべき課題と
考えられる。また，こうした枠組みが整う
ことで，教育DXは臨地実習前の準備性向
上や卒後教育・継続教育の高度化にも持続
的に寄与しうる。
　一方，臨床DXでは，「医療」「DX」「活
用」などの語が看護と共起し，「電子」「背
景」「紹介」などの語が記録と共起してお
り，記録・情報の基盤整備とその利活用が
焦点となっていた。本研究の分析対象文献
である嶌末らは（2021），医療・福祉の円
滑な連携を図るうえで重要とな
る LIFE（Long‒term‒care Information 
system For Evidence：科学的介護情報シ
ステム）との関連で，介記録標準化の一環
として推奨される経過記録の活用を検討し，
多職種間での情報共有と連携の基盤として
の意義を示している（文献 22）。また，「医
師」「地域」「効率」「標準」などの語が連
携と共起し，医療・介護・地域資源を横断
する協働体制や業務改善の志向を示してい
た。本研究の分析対象文献である高木
（2023）は，集中治療専門医が不在の ICU
を遠隔支援する遠隔 ICUのような診療支
援型DXモデルを扱い，専門的医療資源の
地域偏在という課題に対し，情報通信技術
を用いて医療圏を越えた支援体制を構築す
る試みを報告している（文献 13）。本研究
で抽出された「地域」という語は，在宅看
護や地域看護の直接的実践を示すというよ
りも，医療資源の地域偏在や医療提供体制
の格差を背景とした「地域単位での連携・
補完」を意味する文脈で用いられていた。
　以上より，本研究で確認された「記
録―電子」，「地域―連携」などの共起語群
は，記録の電子化を基盤とした情報共有，
多職種連携の強化，さらには地域を含む医
療提供体制の補完といった臨床現場のDX
実装の方向性を反映していると考えられる。
分析対象外の文献ではあるが，カルテ電子
化や音声認識システム導入による業務効率
化に関する研究（坂田，2024），COVID‒
19 パンデミック後に加速した遠隔診療や

モニタリングの動向に関する研究
（Oyama G et al., 2023）なども，国内の
臨床DXの全体像を理解する上で補足的な
背景資料となる。厚生労働省が示す「医
療DX令和ビジョン 2030」では，医療情
報の相互運用性を高め，全国的な情報プラ
ットフォームを構築することによって安全
で効率的な医療提供体制を目指す方針が掲
げられており（厚生労働省，2025），こう
した制度的方向性と整合する取組が地域で
行われている。
　本研究の臨床DXで見られた共起関係は，
制度的DX推進と現場実装との相互作用を
示唆するものであり，デジタル技術が看護
実践の可視化と質改善の基盤になりつつあ
ることを示している。また，共起ネットワ
ークの構造に着目すると，教育DXクラス
ターと臨床DXクラスターのあいだを結ぶ
語はきわめて限られていた。教育DX側で
は「VR」「教材」「体験」「演習」など学習
活動や教育効果に関する語が密に結合して
いた一方，臨床DX側では「記録」「電子」，
「連携」「効率」「標準」など業務プロセス
やシステム運用に関する語が中心であり，
患者アウトカムや学習者アウトカムなど両
領域を横断する評価指標を示す語はほとん
ど抽出されなかった。このことは，現時点
の看護DX研究が，教育と臨床という別個
の文脈のなかで個別に効果検証されており，
DXが看護実践全体にもたらす価値を統合
的な枠組みで評価する研究が十分に蓄積し
ていないことを示唆する。
　教育DXと臨床DXは異なる焦点をもつ
ものの，いずれも「看護実践の質向上」や
「現場での活用」という目的を共有してい
た。教育領域で培われたデジタル教材の活
用経験や学習効果の検証知見は，臨床現場
における業務改善や安全管理のデジタル化
にも応用可能である。これは，教育場面で
培われたデジタルリテラシーや情報活用能
力が，臨床現場におけるDX推進に重要な
役割を果たす可能性を示している。すなわ
ち，教育・実践・管理を横断的に捉える「看
護DXリテラシー（Nursing DX Literacy）」
の育成が，今後の看護職能開発において中
核的課題となるであろう。国際的にも，
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WHO（2021）はデジタルヘルス推進のた
めの人材育成を重要項目として掲げており，
国内でも看護教育におけるデジタル人材の
育成指針が求められている。
　本研究では，教育DXと臨床DXが分断
して語られている現状を可視化した点に意
義があるものの，教育と臨床を統合する評
価枠組みや，看護DXリテラシーの具体的
構成要素を提示すること自体を目的として
いない。得られた結果は，あくまで看護DX
研究の現状を探索的に把握し，今後必要と
なる課題の方向性を示す基礎資料の一つで
あると考える。既存のデジタルヘルス教育
フレームワークや医療DX推進方針を参照
にすると，将来的課題の方向性としては以
下が想定される。
デジタル技術理解：電子カルテ，AI，セン
サー，VR/ARなどの特性・限界の理解
データリテラシー：データ収集・分析・解
釈・情報倫理の知識とスキル
倫理・プライバシー：個人情報保護，イン
フォームドコンセント，アルゴリズム偏り
などへの対応
実装・運用能力：臨床でのデジタル技術の
選定，導入，評価，改善
協働・コミュニケーション：多職種連携，
地域医療 ICT 連携の理解
　これらは本研究が提示する正式な枠組み
ではなく，DX研究の動向から示唆される
将来的課題の方向性に過ぎない。今後は，
教育DXと臨床DXを架橋し，学習成果・
実践成果・患者アウトカムを一貫して評価
できる体系化された指標の構築が求められ
る。
　検索語をDXに限定した結果，23件と
比較的少数の文献に収束した。これは，国
内における看護DX研究がまだ初期段階に
あることを示唆する可能性がある。また同
時に，DXという包括概念ではなくAI，
VR，MR，ICT，IoT，センサー類，デジ
タルヘルス，eラーニングなど個別技術の
導入効果や教育実践として報告されている
研究も散在するため，それらを本研究の検
索式では十分に拾い上げることができなか
った可能性もある。
2．研究の限界と今後の課題

　本研究は，国内文献の抄録データに限定
して分析を行ったため，海外における看
護DX研究の動向や国際的議論との比較が
できていない点が限界である。また，検索
語を「デジタルトランスフォーメーション
（DX）」に限定したことにより，「ICT」「デ
ジタルヘルス」「AI」等の語を用いて報告
されている実質的なDX関連研究の一部を
抽出できていない可能性がある。さらに，
抄録のみを対象とした分析であるため，各
研究の詳細な研究デザインやアウトカム指
標に基づく評価には限界がある。DXに関
する研究は急速に発展しており，教育DX・
臨床DXの両領域で今後さらに多様なトピ
ックが出現すると考えられる。今後は，本
研究で抽出された教育DXおよび臨床DX
の語彙構造を手がかりとして，教育DX領
域では学習成果や臨床判断力，実践準備性
などの教育アウトカムに，臨床DX領域で
は業務効率指標，患者安全，ケアの質とい
った実践アウトカムに焦点を当てた系統的
レビューやスコーピングレビューへと発展
させることが有用であると考える。

結論
　本研究は，過去 5年間の国内文献 23件
の抄録を対象にテキストマイニングを行い，
共起ネットワーク分析により日本の看護領
域におけるDXの焦点領域と語彙構造を探
索的に明らかにした。その結果，教育DX
では「VR」「教材」「体験」「演習」ならび
に「技術」「ツール」「効果」「開発」等が
強く共起し，デジタル教材を教育介入とし
て導入・評価する研究が中心であった。臨
床DXでは「看護」「医療」「DX」「活用」
と「記録―電子」「連携―医師／地域／効
率／標準」等の共起がみられ，記録の電子
化・標準化を基盤とした情報共有，多職種
連携，業務効率化，さらに専門的医療資源
の地域偏在を背景とした地域単位での連携
・補完を志向する研究が中心であった。
一方で，共起ネットワーク上，教育DXと
臨床DXを横断する評価・アウトカム関連
語は限定的であり，両領域がそれぞれの文
脈で個別に検証されている現状が示唆され
た。したがって今後は，教育と臨床を架橋
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する看護DX研究の枠組みを整備すること
が求められる。なお，本研究は抄録のみを
対象とし，検索語をDXに限定した探索的
分析であるため，DX関連研究の全体像
を一般化する際には慎重な解釈が必要であ
る。

　本研究の一部は，日本看護研究学会第 51
回学術集会（2025 年）においてポスター
発表した。本研究において，開示すべき利
益相反はない。
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Summary
Background: Digital Transformation (DX) in healthcare is progressing rapidly to 
improve the quality and efficiency of care delivery in an aging society. This study 
aimed to clarify the current trends and thematic structure of nursing DX research in 
Japan that has progressed since the COVID­19 pandemic.
Methods: Domestic literature published over the past five years using the search 
terms “nursing” and “DX” from the Ichushi­Web and CiNii databases. After removing 
duplicates 23 abstracts were analyzed. Text mining was performed using KH Coder 3, 
and co­occurrence network analysis was applied to explore research trends based on 
word associations with a Jaccard coefficient ≥ 0.50. 
Results: A total of 4,977 words (1,109 different words) were extracted. The co­
occurrence network analysis revealed two major clusters: “Educational DX” and 
“Clinical DX.”  The Educational DX cluster, terms such as “VR,” “learning materials,” 
“experiential learning,” and “practical training” were strongly associated, indicating a 
focus on educational initiatives utilizing digital teaching materials and immersive 
learning approaches.  In contrast, the Clinical DX cluster was characterized by the co­
occurrence of terms such as “nursing,” “medical care,” “utilization,” “documentation,” 
and “collaboration,” “efficiency,” “standardization,” and “region,” reflecting research 
focused on electronic documentation, information infrastructure development, and 
multidisciplinary and regional collaboration in clinical practice.
Conclusion: Nursing DX research in Japan is evolving along two major axes ­­­ 
Educational DX and Clinical DX. Both contribute to improving care quality and 
efficiency, yet an integrated framework for evaluating outcomes and linking 
Educational DX and Clinical DX remains an important challenge for future studies.

Keywords: digital transformation, Education DX, Clinical DX, text mining


